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  ③湯河原町コミュニティバス 
   ア）運行サービス 

     湯河原町が、高齢者や交通弱者の支援、交通不便地域の解消を目的に、2000 年７月から運行

を開始した。2015 年４月からより利用者が使いやすいバスを目指して、１日 11 便のうち３便

を一部経路変更した「ゆめ公園・兎沢経由便」を運行している。 

 
    ■湯河原町コミュニティバスの運行サービス 

運行区間 湯河原駅～真鶴駅 

所要時間 20 分（ゆめ公園・兎沢経由は 25 分） 

運行便数 11 往復 22便/日（うち３往復６便はゆめ公園・兎沢経由） 

運行時間帯 午前７時 20 分～午後７時 15分 

運賃 大人 210 円、小人 110 円（小学生） ※Pasmo・Suica 利用可能 

定期券 
○通勤用：１ヶ月 8,820 円/３ヶ月 25,140 円/６ヶ月 47,630 円 

○通学用：１ヶ月 7,560 円/３ヶ月 21,550 円/４ヶ月 28,730 円 

運行事業者 箱根登山バス株式会社 

    ■湯河原町コミュニティバスの運行ルート図 
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   イ）利用状況 

     年間利用者数（2016 年度）は 76,992 人/年、１便平均が 9.6 人/便で、直近５年間は微増傾

向となっている。 

     運行収支（2016 年度）は運行経費が 15,581 千円、運賃収入が 14,889 千円で、湯河原町の補

てん額は 692 千円であった。直近５年間の収支率は９割前後である。 

    ■年度別利用者数及び運行収支の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④タクシー 

   湯河原町では、５社（箱根登山ハイヤー、伊豆箱根交通㈱、湯河原タクシー㈱、真鶴タクシー㈲、

門川ハイヤー㈲））が運行し、利用者数（2016 年）は、年間 41.4 万人であった。月別にみると、

８月が最も多い。 

    ■2016 年度月別タクシー利用者数（５社合計） 出典：各タクシー会社提供資料 
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者
数
（

人
）

前年度比較 収支率

運賃収入

2000※ 10,347 11,949 △ 1,602 86.6% 51,140 1,244 52,384 8.7

2001 14,158 15,931 △ 1,773 3,811 88.9% 70,130 1,349 71,479 9.0

2002 17,205 15,931 1,274 3,047 108.0% 85,433 1,212 86,645 10.8

2003 17,623 15,959 1,664 418 110.4% 87,461 1,307 88,768 11.1

2004 17,357 17,229 128 △ 266 100.7% 86,288 1,051 87,339 10.9

2005 17,109 15,918 1,191 △ 248 107.5% 85,463 237 85,700 10.7

2006 17,276 14,688 2,588 166 117.6% 86,049 108 86,157 10.8

2007 17,046 14,718 2,328 △ 230 115.8% 85,212 40 85,252 10.7

2008 17,142 15,376 1,766 96 111.5% 88,039 31 88,070 11.0

2009 15,911 15,536 375 △ 1,231 102.4% 83,958 48 84,006 10.5

2010 14,999 15,717 △ 718 △ 912 95.4% 78,244 5 78,249 9.8

2011 14,544 15,521 △ 977 △ 454 93.7% 75,774 12 75,786 9.8

2012 13,720 15,380 △ 1,660 △ 824 89.2% 71,803 2 71,805 9.0

2013 13,367 15,508 △ 2,141 △ 353 86.2% 69,850 4 69,854 8.7

2014 14,914 16,074 △ 1,160 1,547 92.8% 74,244 13 74,257 9.3

2015 14,382 15,780 △ 1,398 △ 532 91.1% 75,137 8 75,145 9.4

2016 14,889 15,581 △ 692 508 95.6% 76,947 45 76,992 9.6

※2000年は７～３月の合計。（４～６月は実証実験期間）

運賃収入
(A)

運行経費
(B)

赤字補填額
(A) - (B)

大人 子供 合計

運行収支（千円）

年度

年間利用者数（人） １便平
均人数
(人/便)
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  ⑤公共交通不便地域の抽出 
   バス路線から距離、地形に考慮し公共交通不便地域を７エリア抽出した。湯河原町は町域の約 70％の山林地で、公共交通不便地域の大部分が丘陵地で道路幅が狭く、路線バスが運行できない場所が多い。 

    ■公共交通不便地域（鉄道駅より半径 500ｍ以遠、バス停半径 150ｍ以遠） 

 【坂道における高齢者・障害者の移動負担の計測結果】 

勾配 平均限界距離 
登坂 降坂 

2.2％（平地と

同程度の負担） 400ｍ 制限なし 

5.0％ 127ｍ 制限なし（3 名：175ｍ） 
7.9％ 76ｍ 250ｍ 
 ※車椅子使用者７名、高齢者 13 名による実験 
 出典：事業評価を通じた地域公共交通確保維持改善事業

の効果的な実施に向けて・ガイダンス（国土交通省総合

政策局、2013 年 11 月） 
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（４）上位・関連計画におけるまちづくりの方向性 

   上位計画の「ゆがわら 2011 プラン（湯河原町新総合計画）」、関連計画の「湯河原町都市マス

タープラン」、「湯河原町まち・ひと・しごと創生総合戦略プラン」におけるまちづくりの方向性、

公共交通の位置付け等について整理・把握する。 

 

 ①ゆがわら 2011 プラン（湯河原町新総合計画） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【計画期間】 2011 年度～2020 年度  

【まちの将来像】 『湯けむりと笑顔あふれる四季彩のまち 湯河原』  

【まちの将来像を実現するための５つのまちづくりの基本目標】 

①産業・観光  魅力と活力にあふれるにぎわいのあるまちづくり 

②保健・福祉  ともに支えあい笑顔で暮らせるまちづくり 

③都市環境防災 四季彩と暮らしが調和した安全・安心のまちづくり 

④文化・教育  生涯を通じて学び豊かな心を育むまちづくり 

⑤行財政運営  みんなでつくる自立と協働のまちづくり 

【基本目標３－Ⅴ（交通通信網の整備）－２（公共交通）】 

［基本方針］ 

 鉄道交通の増便などについては、町単独で要望しても実現が難しいことから、近隣市町及び町民と

協力して、早期実現に向けて、関係機関に要望していきます。また、コミュニティバスの運行につい

て、利用者の利便性の向上を図るための対策を講じるとともに、町内の交通不便地域対策についても

検討していきます。 

［主要施策］ 

 ①鉄道交通の充実 

  「神奈川県鉄道輸送力増強促進会議」において、近隣市町と調整し、地域住民の交通の利便性が

確保できるよう、引き続き湘南新宿ラインの延伸、快速電車の増便、駅ホームの屋根の増設などを

ＪＲに要望していきます。 

 ②バス交通の充実 

  現在、湯河原駅から真鶴駅間で運行しているコミュニティバスについて、利用者の意見を聞き、

利便性の向上を図るための運行時間、運行本数、運行路線などについて各種機関と協議し、検討し

ていきます。 
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②湯河原町都市マスタープラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 
    ■将来都市空間構造 

 
  

【計画期間】2009 年～2025 年 

【都市づくりの基本理念】 

①“湯河原らしさ”を大切にした都市づくり 

②“豊かさと快適さ“を実感できる都市づくり 

③“町民主体”の協働の都市づくり 

【目指すべき将来都市像】『みどり・歴史と共生する 快適文化創造都市 湯河原』 

【将来の都市空間構造】 

〇中枢的な都市機能が集積立地する拠点と軸の形成 

 （広域商業拠点：国道 135 号沿道地区、都市中心拠点：湯河原駅周辺地区、観光拠点：温泉場

地区・奥湯河原地区・町道オレンジライン沿道地区、海洋交流拠点：福浦漁港周辺地区） 

○“みどり・歴史・景観”を活かした快適環境の拠点と軸の形成 

○様々な活動・交流を支える交通ネットワークの形成 

（交通拠点：湯河原駅、公共交通軸：ＪＲ東海道本線） 

○立地特性を活かした魅力ある都市環境の形成 

【公共交通の整備方針】 

（鉄道） 

 ○周辺諸都市との交流の維持・増進、広域圏との交流拡大と観光需要に対応しうる利便性を確保す

るため、湘南ライナーの延長、快速電車の増便、特急の停車等、ＪＲ東海道本線の輸送力の維持・

増強を関係機関に働きかけます。 

（バス交通） 

 〇子供や高齢者などの交通弱者や観光客の利便性を確保するため、湯河原駅及びその周辺商業地や

主要な公共公益施設や観光地に対する円滑なアクセスが可能となるよう、バス交通の輸送力の維

持・増強を関係機関に働きかけます。 

 〇現在、湯河原駅～真鶴駅間の交通不便地域で運行しているコミュニティバスについては、今後と

も維持・増強に努めます。 
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 ③湯河原町まち・ひと・しごと創生総合戦略プラン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【計画期間】2015 年度～2019 年度 

（基本目標） 

①湯河原町にしごとをつくり、町内で就労できるようにする 

②湯河原町への新しいひとの流れをつくる 

③結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる 

④人口減少・高齢化社会に対応したまちづくりを進める  

 ➡【基本的方向】高齢者社会への対応、人口減少社会への対応、健康長寿日本一の実現を目指す 

【交通不便地域の解消に向けた事業】 

 高齢者など交通弱者を含め多くの方が気軽に安全におでかけできるよう、バス路線のない交通不便

地域の解消に向けた対策を検討・実施する。 

 《ＫＰＩ（重要業績評価指標）》 

  新たな交通対策の利用者数 2019 年度目標値 20,000 人 

 《今後の検討事項等》 

 ・湯河原町地域公共交通会議において交通不便地域の解消に向けた検討 

 ・新たな公共交通による実証実験を実施 

 ・地域公共交通に係る計画を策定予定 
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（５）公共交通に関するアンケート調査結果 

   路線バス等が運行していない地域（約 2,200 世帯）を対象に、日常での移動交通手段や今後の公

共交通に関する考えなどを把握するため、アンケート調査を行った。 

調査対象者 ・路線バス等が運行していない地域（約 2,200 世帯）のうち、1,000 世帯を無作為

抽出。 

・回答者は、世帯内で最もバスを利用している方あるいは世帯主。 

調査期間 2015 年 11 月６日（金）～11月 20 日（金） 

調査方法 郵送配布、郵送回収 

回収状況 573 世帯（回収率 57.3％） 

 
 １）回答者の属性 

   性別は男性が、年齢は 70 歳以上が 44.6％と最も多く、60 歳以上が 72.9％を占めている。 

   自動車運転免許の所有状況は、所有者が多く、所有していない方の割合の方は 23.9％。 

   自動車（バイク）の運転状況は、運転しない方の割合が 36.6％。 

 

   ■性別                   ■年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■住まいの地区             ■運転免許証の有無      ■自動車（バイク） 

                                       の運転有無 
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 ２）普段の外出実態 

  ①出かける頻度 

   出かける頻度は、通勤・通学は「ほぼ毎日」、「週２～３回程度」の割合が多く、買い物は週１

回以上が 89.8％を占めており、医療機関は「月１回程度」、「年数回程度」の割合が多く、飲食・

趣味は「週２～３回程度」から「年数回程度」まで分散している。 

 

    ■出かける頻度 （※率は、上から「通勤・通学」「買い物」「医療機関」「飲食・趣味」の順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ②主な行き先 

   主な行き先は、全ての目的で「町内」が最も多く、特に買物目的で 83.2％と圧倒的に多い。次い

で、全ての目的で「小田原方面」が多く、医療機関目的は他の目的と比較して「熱海方面」が多い。 

 

    ■主な行き先 （※率は、上から「通勤・通学」「買い物」「医療機関」「飲食・趣味」の順） 
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  ③主な交通手段 

   主な交通手段は、全ての目的で「自家用車を運転」の割合が最も多く、「町内の路線バス」の割

合は 14％前後、「タクシー」の割合は９％前後を占めている。 

 

    ■主な交通手段 （※率は、上から「通勤・通学」「買い物」「医療機関」「飲食・趣味」の順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④路線バスの利用状況 
   自宅から最寄りバス停までの徒歩時間は、５分以上の割合が 73.4％を占めている。 

   路線バスの利用頻度は、「使わない」、「年数回程度」の割合が 58.0％と多く、週１回以上が

26.2％を占めている。 

   路線バスの利用目的は買物が多く、町内の移動先は駅（湯河原駅、真鶴駅）が 31.7％、商業施設

が 30.5％を占めている。 

   路線バスに対する不満・改善点は、「バス停が遠い」、「本数が少ない」、「時間帯」に対する

意見が多く、「料金」への意見は少ない。 

 

   ■自宅から最寄りバス停までの徒歩時間     ■利用頻度 
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   ■路線バスの利用目的             ■路線バスで行く主な町内の移動先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ■路線バスに対する不満・改善点 
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  ⑤仮に自宅近くを路線バスが運行した場合の利用意向 
   仮に自宅近くを路線バスが運行した場合の利用場面は、「買い物」、「通院・治療等」でのニー

ズが多い。 

   利用時間帯は、午前８時から 12 時までのニーズが多く、午後はどの時間帯も同等のニーズであ

る。 

   １週間の利用頻度は、「往復１回～３回程度利用」割合が多い。 

   自宅から湯河原駅までの片道料金の支払い意向は、200 円以下のニーズが多い。 

 
   ■路線バスを利用する場合の利用場面    ■多く利用する時間帯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■１週間の利用頻度         ■自宅から湯河原駅までの片道料金の支払い意向 
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